
 

 

 

 

 

 

他人の役に立つことを自身の喜びに③～長寿園ボランティア～ 

 前回に続き、６月 30日（月）の長寿園ボランティアに参加した生徒の振り返りを紹介します。 

菅野 

星
せい

梧
ご

さん 

（３年） 

私たちの時代を支えてくださったおじいさん、おばあさんの役に立てていると思

うと、たいへんな仕事でもうれしく感じた。直接会うことはできなかったけれど

も窓越しに会話しているのを見て、心がホッとした。 

遠藤 

光
み

華
はな

さん 

（３年） 

長寿園のボランティアを通して、やりがいや人とのつながりについて、深く理解

することができてよかった。窓拭きをして、実際に地域に貢献していると実感し、

とてもうれしい気持ちになった。このようなボランティアにたくさん参加し、少

しでも地域に貢献していきたい。 

冨樫 

颯
そう

介
すけ

さん 

（３年） 

長寿園をきれいにできてよかった。多くの方が利用されている施設の窓や玄関の

ドアを、皆で楽しくきれいにすることができた。また、このようなボランティア、

又は別の種類のボランティアがあれば参加したい。 

加藤 

希
のぞみ

さん 

（３年） 

長寿園で窓拭きを手伝った。ただ窓を拭くだけではなく、窓のレールや枠までき

れいに拭いた。施設の職員の方に「細かいところまできれいにしてくれてありが

とう」と言われたときはうれしかった。 

西尾 

濡
れ

音
のん

さん 

（３年） 

働いている方の大変さを理解することができた。暑くて大変だったが、部屋の中

のおばあさんや職員の方々が、窓を開けて「ごくろうさま」「ありがとね」と言っ

てくれたのすごくうれしくて、さらにやる気が出た。パッキン溝などをピカピカ

になるまで拭くことにとてもやりがいを感じた。また機会があれば参加したい。 

和田 

夏
な

月
つき

さん 

（３年） 

汚れているところを自分で見つけてきれいにできてよか

った。また、きれいにしたところをほめられてうれしかっ

た。窓の下のパッキンや溝などあまり目につかないところ

をきれいにすることは大事だし、細かいところをきれいに

するのはとても気持ちがよくなると感じた。疲れたけれ

ど、とても楽しかったので、また機会があれば参加したい。 

五十嵐 

亮
りょう

太
た

朗
ろう

さん

（３年） 

ボランティアで行った窓拭きは達成感があり、「やってよかった」と思っている。

友達とも協力してできたし、仕事が終わった後に一緒に話したことも楽しかった。

施設で働く人たちの心の優しさにも触れることができて、改めて「良い街だな」

と思った。今回のボランティアでいろいろなことを考えることができてよかった。

今後もボランティアに積極的に参加したいと思った。 

人の役に立つ活動をみなさんも実践してみませんか。      【文責：校長 工藤雅史】 
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